
4 総事業費 千円

事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート 事業種別 継続 単独 事業類型 Ⅰ ソフト事業 ２次評価対象分

コード 名               称 区分 コード 名            称 事業実績

事業名 1015 公民館事業経費
会計 01 一般会計

活動指標 単位
実績値 目標値

款 10 教育費 H17 H18 H19 H20

基　本
施　策

33 だれもが生きがいを持てる機会をつくる
項 05 社会教育費

公民館教室開催回数 回
目標 ― 目標 44

27 27
目 05 公民館費 実績 44 実績 44

施　策 2 公民館活動の活性化と育成
細目 102 公民館活動経費

文化芸術まつり開催回数 回
目標 ― 目標 2

2 2
細々目 01 公民館事業経費 実績 2 実績 2

基本計画該当頁 132 行革大綱の重点事項番号 7 目標 目標

担当部課
コード ６０５０００ 評価者

氏　名
川口正仁 連絡先

59 - 2058 実績 実績

名称 教育委員会島ヶ原分室 (内線)

評価指標

事業の計画・内容
事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位

実績値 目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H17 H18 H19 H20

一般市民
学習の機会が提供され、自己実現が図れる。

公民館教室参加者数 教室への参加人数を数値化 人
目標 ー 目標 1130

500 600
実績 670 実績 565

文化芸術まつり参加者（来場者）
数

文化芸術まつりへの参加（来場）人数を数値
化

人
目標 ー 目標 ８００（８００）

８００（８００） ８００（８００）
実績 ７６６（７４５） 実績 ７７０（８９９）

（※対象件数 ）
根拠法令・要綱等 社会教育法

開始年度 平成 年度
関連事業

評価
終了

本
年
度
事
業
内
容

年度 平成 年度
○公民館教室
・ガーデニング教室：２回　 、定数４０人
・墨絵教室：１０回　、定数３０人
・陶芸教室：１０回　、定数３０人
・食文化教室：５回　、定数３０人
・手話教室：10回、定数30人
○文化芸術まつり：2回　（６月及び１１月）

状
況
変
化
等

各教室は、参加者の知識や技術力に応じた指導がおこな
われている。
手話教室においては、年々参加者が減少し、効果が望め
ないため19年度からは廃止する。公民館教室開催回数の
大幅減は、このためによるものである。
文化芸術まつりは、各サークルの成果発表の場であり参
加者や来場者も多く、、地域における活発なサクール活動
を反映している。

評価項目

必要性

ポイント

4
住民の学習ニーズ等を把握し、市民の教養を高めるなど自己の充実と向上が図れるよう、自主的な学習の機会を提供し
ていく。

評価項目についてのコメント

有効性 3
参加した者どうしの交流が深まり、生きがいにつながっている。18年度目標値は、年度当初各教室の募集枠を設定し、各
定数に通年の開催回数を乗じ目標値としたため開きが生じた。今後、申込者（随時申し込み可）のあった実数に通年の開
催回数を乗じた数を目標値に改める。

達成度 4
計画どおり実施できた。

効率性 3
公民館教室参加者の必要な教材費参加者の実費負担としている。
文化芸術まつりは実行委員会方式をとり、運営費は各サークルが負担している。

整

1

備内容

建設用地

運営体制

1

　委託先

運営主体

2 建設面積（延床面積）

3 規模・構造

2 配置（予定）人員 人 総合評価

Ａ

事業の方向性

現状維持

改善についての取り組み

市民のニーズに添った公民館教室を実施していくため、アンケート調査をおこないその結果を踏まえ開催していく。又、受講期間を定
め、その後は自主的なサークル活動へと誘導する。地区公民館での展覧会等は今後もｊ自主開催、自主運営によりおこなう。

3
4 市内の類似施設
年間運営費 千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度

事
業
内
容

平成１７
事 業 内 容

年度
数量

 決算
金  額

内容 平成１８
事 業 内 容

年度
数量
 決算内容

金  額
平成１９

事 業 内 容
年度
数量

 計画内容
金  額

平成２０
事 業 内 容

年度
数量

 計画内容
金  額

平成２１
事 業 内 容

年度
数量

 計画内容
金  額

平成２２
事 業 内 容

年度
数量

 計画内容
金  額

委託
　

単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円)
単位

(千円)
共済費 155 共済費 157 共済費 158 共済費 158 共済費 158 共済費 158
賃金 1,058 賃金 1,112 賃金 1,210 賃金 1,210 賃金 1,210 賃金 1,210

工事
報償費 375 報償費 446 報償費 482 報償費 482 報償費 482 報償費 482
需用費 78 旅費 7 旅費 18 旅費 18 旅費 18 旅費 18
役務費 72 需用費 55 需用費 164 需用費 164 需用費 164 需用費 164
使用料及び賃借料 46 役務費 77 役務費 77 役務費 77 役務費 77 役務費 77
備品購入費 100 使用料及び賃借料 23 使用料及び賃借料 25 使用料及び賃借料 25 使用料及び賃借料 25 使用料及び賃借料 25
負担金補助及び交付金 722 負担金補助及び交付金 589 負担金補助及び交付金 555 負担金補助及び交付金 555 負担金補助及び交付金 555 負担金補助及び交付金 555

進捗率
(％)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
事業費計(A) 　 Σ 2,606 事業費計(A) 　 Σ 2,466 事業費計(A) 　 Σ 2,689 事業費計(A) 　 Σ 2,689 事業費計(A) 　 Σ 2,689 事業費計(A) 　 Σ 2,689

事業投入人員 人件費（Ｂ） 人 0 人件費（Ｂ） 0.1 人 720 人件費（Ｂ） 0.1 人 720 人件費（Ｂ） 0.1 人 720 人件費（Ｂ） 0.1 人 720 人件費（Ｂ） 0.1 人 720

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 2,606 3,186 3,409 3,409 3,409 3,409

事業費（人件費除く）の財源内訳
（Ａ） 事      業      費 2,606 2,466 2,689 2,689 2,689 2,689

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担
そ   の   他
一 般 財 源 2,606 2,466 2,689 2,689 2,689 2,689
計 2,606 2,466 2,689 2,689 2,689 2,689

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

臨時職員：事務補助１名 臨時職員：事務補助１名 臨時職員：事務補助１名 臨時職員：事務補助１名 臨時職員：事務補助１名 臨時職員：事務補助１名

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


	公民館事業経費

